
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8909720006AE/20090403

( 科目コード：8909720006AE)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】水理学特論 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

山本 好克

【授業目標・教育方針】
流体力学の基礎理論とその定量的把握方法、管水路・開水路流れの定量的表現方法と適用法に関する技術力、および
水工水理学・水文学などの応用分野に関する基礎的能力・素養を養成する。

【授業概要】
・流体力学の基礎理論とその基礎式の導出法
・管水路・管水路流れの定常流・非定常流に関する基礎方程式の導出法と適用法
・河川流域における降雨・流出機構とそのモデル構築法
・治水・利水・親水に関する計画法

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：荒木正夫・椿東一郎著「水理学演習上下巻」森北出版
参考書：細井正延・杉山錦雄著「水理学」コロナ社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［後期］期末試験：70%，レポート：10%，その他：演習・小テスト：20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：水理学特論 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 流体力学の基礎理論（１） 流体の物理的性質とその定量化 演習・小テスト
第 2 回 流体力学の基礎理論（２） ２・３次元に関するオイラーの連続・運動方程式の導

出法
演習

第 3 回 流体力学の基礎理論（３） 粘性流体における層流・乱流、およびナビエーストー
クスの方程式

演習

第 4 回～第 6 回 流れの基礎理論 質量保存則、エネルギー保存則、および運動量の法則
と応用例

演習・小テスト

第 7 回
第 8 回

管水路流れ 定常流・非定常流に関する基礎式の導出法と応用例 演習・小テスト

第 9 回
第 10 回

開水路流れ 定常流・非定常流に関する基礎式の導出法と応用例 演習・小テスト

第 11 回
第 12 回

河川流域における降雨・流出機
構

水文循環、降雨・流出の定量的把握方法、および降
雨・流出過程とそのモデル化

演習

第 13 回
第 14 回

治水・利水・親水に関する計画
法

水災害に関するソフト・ハード対策法、水資源計画
法、および多自然型川づくり手法

演習

第 15 回 定期試験
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